
地域情報化アドバイザー活用優良事例

事業概要

地域情報化アドバイザーの取組

優良事例団体

■事 業 名：おのみち地域ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の整備及び啓発活動
■事業の概要：尾道市では、市民協働のまちづくりを推進しており、広域に合併した市域間の交流や、

情報交換、合意形成の手法について、行政と市民とが協働して検討、推進するため、平
成２０年１０月「おのみち地域ＳＮＳ研究会」を設立した。地域ＳＮＳの普及・啓発活動を
通じて、より多くのまちづくりの主体・関係者を緩やかなネットワークでつなぎ、その地域
性や様々な課題解決に最も適した情報にアクセスし、まちづくりグループ同士が連携で
きる地域コミュニティベースの情報プラットフォームの構築を目的とする。

地域情報化アドバイザーへの依頼内容

■依頼内容：合併により広域化した市域の観光まちづくりを目的とした情報発信および連携ツールと
しての地域ポータルサイトを市民協働で試験運用中であるが、情報発信体制および運用
面に課題を抱えている。多様な地域課題に取り組む様々な活動主体が安心して使える地
域ＳＮＳ導入に向けた専門家のアドバイスを受けたい。

■支援内容：市民協働の地域情報化を推進する上での課題を他地域との観光情報を共有すること
の効果、まちづくり体制を構築するための方法論を図録や的確な用語を用いて解説。

団体名：おのみち地域ＳＮＳ
■会員数
■地域情報化アドバイザー名
■派遣対応年度
■派遣回数
■支援形態
■支援分野

： 運営メンバー６名 ユーザー５２６名
： 和﨑 宏氏
： 平成２０年～２２年
： ４回
： 個別アドバイス（助言）
： 地域コミュニティ／ＳＮＳ、地域情報発信／観光

助言風景例 受講風景例



地域情報化アドバイザーからのメッセージ

■メッセージ ： 相互に接点が少なかった地域の実践活動家たちをネットワークすることによって
ソーシャルキャピタルの覚醒を実体化し、尾道地域の活性化につなぐという目的で、地域ＳＮＳの
導入を前提とした最初のアドバイザー研修会を行った。その後、尾道市とＮＰＯの協働事業として
地域ＳＮＳ「おのみっち」が運営を開始。古民家再生、しまなみ海道活性、中山間地域活性等に携
わるキーパーソンたちがゆるやかにつながるネットワークが構築されている。この間、地域の実践
活動家たちは、徐々にそれぞれの関係を醸成し合い、活動における人的流動性を深化させている。

最初に研修の後は毎年、実践活動家たちによる「まちづくり講演会」を実施し、アドバイザーとし
て総括的な役割で参加しているが、地域ＳＮＳの接続効果により年々関係性の熟度が向上してい
ることがわかる。本年度から、完全民間移行しながらも尾道市との情報連携を進めたり、ビジネス
モデルとしての方向性を検討しており、今後は全国の自治体の導入モデルになると期待される。

支援を受けたプロジェクトの最新状況

和﨑 宏（わさき ひろし）

インフォミーム株式会社代表取締役
関西学院大学総合政策学部非常勤講師

NPO法人はりまスマートスクールプロジェクト理事長

■おのみっちの運営・管理は、市民で構成された「おのみち地域ＳＮＳ研究会」により行われてい
ます。

おのみち地域ＳＮＳ研究会は、平成２０年度 尾道市市民提案事業補助対象団体としての指定
を受け、おのみち地域ＳＮＳの整備および啓発活動に対して、尾道市市民提案事業補助金を交
付されています。今後は、サイト内広告やオプション機能の提供などにより、自立運営ができる体
制作りを継続して目指しています。
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